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【動機】

小中学生向け科学実験講座で作成したマグヌスコップの複雑な軌道に興味を持ったことが研究の
きっかけである。さらにマグヌスコップのように、風の速さに対する回転速度比が高い飛翔体の
先行研究がなかったことも背景にあり、研究テーマを設定した。

【方法】

マグヌスコップの軌道をカラートラッキングで読み取り、運動に関する物理量を求めた。さらに
、はかりと風洞を組み合わせた装置により、各風速、回転数における揚力を測定した。またマグ
ヌスコップが飛翔している条件を再現しながら風の流れを観測した。

【結果】

マグヌスコップにはたらく揚力の大きさは速さと回転数に比例することが分かった。また回転す
るマグヌスコップの通過した空気の流れが水平方向から大きく傾くと揚力も大きくなり、軌道の
ブレが起きるとき、流れの傾きも変化していることを確認し、その際に再付着が起きていること
が分かった。

【まとめ】

マグヌスコップの複雑な軌道は、速さに比例する揚力が原因であることが分かった。また軌道の
ブレは、回転するマグヌスコップを通過する空気の流れの変化によって生じることも判明した。
そしてその原因は空気の流れが一度剥離した後の再付着によるものだと結論付けた。

【展望】

先に述べたように風の速さに対する回転速度比が高い飛翔体の研究はないため、今回の研究を元
に新たな原理で飛行をコントロールする飛翔体の開発が期待される。また回転速度比が高い流体
力学の研究という新たな研究分野を今回生み出すことができたと考える。
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